




 役場からのお知らせ N e w s FAX でのお問い合わせ　985-4148 ㈹

適
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
「
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
」

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
し
、

経
済
的
な
面
で
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
町
で
は
医
療
費
を
助
成

し
て
い
ま
す
。「
子
ど
も
医
療
費
受
給
資

格
証
」
を
正
し
く
使
用
し
、
適
正
受
診

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

�Ý
�&
Y	!
�w�h�Š�w�Ù� �ï�Ä・

急
病
な
ど
や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

時
間
外・深
夜・休
日
の
診
療
を
控
え
る
。

・
規
則
正
し
い
生
活
や
手
洗
い
・
う
が
い

な
ど
で
、病
気
の
感
染
予
防
に
努
め
る
。
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学
校
な
ど
の
管
理
下
で
の
負
傷
や
疾
病

の
場
合
、日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
災
害
共
済
に
加
入
し
て
い
れ
ば
、
こ

ち
ら
が
優
先
で
す
。
子
ど
も
医
療
費
受

給
資
格
証
を
使
用
せ
ず
に
受
診
し
、
後

日
給
付
金
を
申
請
し
て

く
だ
さ
い（
自
己
負
担

額
と
加
算
額
が
支
払
わ

れ
ま
す
）。
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医
療
費
を
抑
え
る
た
め
、
新
薬
と
同

じ
効
き
目
で
価
格
の
安
い
、ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
子
育
て
・
健
康
課
児
童
福
祉
係

☎
９
８
５
―
４
１
１
４

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

麻
し
ん（
は
し
か
）・
風
し
ん
は
、
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
最
も
有
効
な

予
防
手
段
で
す
。
早
め
に
医
療
機
関
で

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン（
Ｍ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
）
の
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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・
第
１
期　

１
歳
以
上
２
歳
未
満

・
第
２
期　

平
成
26
年
４
月
２
日
～
27
年

４
月
１
日
生（
小
学
校
入
学
前
の
１
年
間
）

※
第
２
期
の
接
種
期
限
は
令
和
３
年
３

月
31
日
（
水
）
で
す
。

・
第
５
期　

昭
和
37
年
４
月
２
日
～
54

年
４
月
１
日
生
の
男
性
で
、
風
し
ん
抗

体
検
査
の
結
果
抗
体
が
な
い
人
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妊
娠
初
期
の
女
性
が
風
し
ん
に
感
染

す
る
と
、
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
が
難

聴
、
心
疾
患
、
白
内
障
な
ど
の
先
天
性

風
し
ん
症
候
群
を
発
症
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
妊
娠
中
や
そ
の
可
能
性
が
あ

る
人
は
予
防
接
種
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

家
族
み
ん
な
で
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
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ご
自
身
と
配
偶
者
な
ど
の
同
居
者
の

Ｍ
Ｒ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

問
子
育
て
・
健
康
課
健
康
増
進
係

　

☎
９
８
５
―
４
１
１
８
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Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
あ
る
電
子
証
明
書
を

使
っ
て
、
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
が
コ

ン
ビ
ニ
で
受
け
取
れ
る
ほ
か
、
令
和
３

年
３
月
か
ら
は
医
療
機
関
や
薬
局
な
ど

で
健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
な
る
予
定
で
す
。

問
町
民
課
住
民
係

　

☎
９
８
５
―
４
１
０
５

�y

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
、
公
的
な

身
分
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
る
ほ

か
、
行
政
手
続
き
に
必
要
な
書
類
を
省

略
で
き
る
な
ど
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

　

同
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
に
は
、
税
、

年
金
や
預
金
残
高
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性

の
高
い
情
報
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た

顔
写
真
付
き
で
、
他
人
が
な
り
す
ま
し
て

使
う
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
安
心
で
す
。

申
請
用
写
真
無
料
撮
影
サ
ー
ビ
ス
実
施
中

安
心
・
便
利
な
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
ろ
う

筒
井
地
区
雨
水
対
策
事
業

工
事
中
の
通
行
制
限
に
ご
協
力
を

　

大
雨
が
降
っ
た
と
き
な
ど
の
浸
水
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
筒
井
地
区
で
雨

水
対
策
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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道
路
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
容
量

の
小
さ
な
水
路
を
改
修
し
、
幅
を
広
げ

て
大
き
く
す
る
工
事（
下
図
の
赤
線
部

分
が
対
象
）を
行
う
事
業
の
こ
と
。
下

図
の
通
り
５
年
計
画
で
進
め
て
い
ま
す

の
で
、
工
事
中
の
通
行
制
限
な
ど
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
課
土
木
係　

☎
９
８
５
―
４
１
２
３

問
有
料
老
人
ホ
ー
ム
み
か
ん
・
松
前

　
（
恵
久
美
８
０
４
番
地
１
）

☎
９
０
９
―
６
０
９
５

　

10
月
７
日
、町
の
指
定
を
受
け
た
地
域

密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
事

業
所
、「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
み
か
ん
・
松

前
」が
開
設
し
ま
し
た
。
町
内
在
住
の
要

介
護
者
に
対
し
、入
浴
、排
せ
つ
、食
事
の

介
護
や
そ
の
他
必
要
な
日
常
生
活
上
の
支

援
を
提
供
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
直

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
み
か
ん
・
松
前
」
開
設

日
本
に
住
む
����
歳
以
上
����
歳
未
満
の
全
て
の
人

国
民
年
金
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
き（
下
記

の
場
合
）
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
を
し
な
い
と
、
年
金
額
が
少
な
く

な
っ
た
り
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
け

出
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

支
払
い
を
口
座
振
替
に
す
る
場
合
は

預
金
通
帳
と
届
出
印
を
、
免
除
申
請
す

る
場
合
は
離
職
票
や
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
を
併
せ
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
町
民
課
住
民
係☎

９
８
５
―
４
１
０
６

　

松
山
西
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
９
２
５
―
５
１
０
５

届け出が必要なとき 持参するもの

20 歳になったとき
（厚生年金、共済年金加

入者を除く）

・ 認め印（朱肉を使うもの）
・  マイナンバー（個人番号）
    が分かるもの

・学生証（学生納付特例の申
　請者のみ）

退職したとき
（厚生年金、共済年金加

入者のみ）
・ 認め印（朱肉を使うもの）
・年金手帳かマイナンバー
　（個人番号）が分かるもの

・健康保険資格喪失証明書
配偶者に扶養されていた
が、配偶者が厚生年金、
共済年金をやめたとき
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宝くじ助成事業で整備
　自治総合センターの宝くじ受託事

業収入を財源としたコミュニティ助

成事業で、西高柳地区に次のコミュ

ニティ備品が整備されました。

▲音響設備

問町民課コミュニティ係 ☎ 985―4228

▲空調設備

令和 5 年度施工予定

令和 4 年度施工予定

令和 3 年度施工予定

令和元年度施工完了

令和 2 年度施工

�F�Û�›	V	–�̀�o�æ�M�‡�b

新春年賀のつどい

　新型コロナウイルス感染症予
防のため、参加者を制限して行
います。ご理解とご協力をお願
いします。

▼ 日時　1月4日㊊
　10 時 40 分～ 11時10 分
　（受け付けは 10 時 10 分～）

▼ 場所　文化センター広域学習
　ホール
※　飲食の提供はありません。

問総務課広報広聴係   ☎ 985―4132

2020-12  ❖    広報  まさき まさき    ❖    2020-12 1415 広報



令和元年度　町での差し押さえ件数（税金・保険料）

　預貯金 　  31 件　

　保険 　  14 件　

　給与・年金 　  10 件　

　その他（還付金など） 　  6 件　

　合計 　61 件　

　税金・保険料は、社会保障、教育や道路整備など、
私たちが安心して健康な暮らしをするために重要な
役割を担っています。
　税金・保険料を滞納することは、納期限までに
納付している町民の皆さんとの公平性を欠くことに
なり、町民サービスに支障を来すことになります。
　町では、催告に応じなかった場合は、公平性を保
つため、滞納処分（差し押さえ）を執行します。

差 し押さえまでの流れ

①滞納発生
　　↓
②督促状の送付
　　↓
③催告書の送付
　　↓
④財産調査
　　勤務先、金融機関、生命保険会社、取引先などへ財産

　調査を行います。法律に定められているため、本人の承

　諾は必要としません。

　　↓
⑤財産差し押さえ

▼例（タイヤロック）

該当期間 納期限後
1カ月以内 左記経過後

令和 2 年          1 月       1 日～
　　　　  12 月 31 日 2.6％ 8.9％

令和元年度　延滞金の収納額

税金 6,730,742 円

保険料 65,000 円

合計 6,795,742 円

　町では、納期内に納付した人との公平性を保つ
ため、期限までに納めていない人から延滞金を徴収
しています。延滞金は、納期限の翌日から完納の日
までの日数に応じて、次の割合で計算された金額を
本税に加算して納付しなければなりません。

延 滞金

◉納付に関する相談はお早めに
　災害や盗難、本人や家族の病気、事業の休廃止、
失業などのやむを得ない事情により、納期ごとの
納付が難しい人は、早めに相談してください。

◉税金・保険料などの支払いは、便利な口座振替で
　納め忘れを心配せず確実に納付できます。
　詳しくは、お問い合わせください。

問税務課管理収納係  ☎ 985-4109 （税金のこと）

    保険課保険料係         ☎ 985-4227 （保険料のこと）

滞 納を放置しないために

見逃しま
せん！
税金・保

険料の滞納

　県、県内の全市町と愛媛地方税滞納整理機構は
一丸となり、差し押さえを中心とした滞納整理活動
を強化します。

11・12月は

滞納整理強化月間

 役場からのお知らせ N e w s FAX でのお問い合わせ　985-4148 ㈹

松
前
町
の
財
政
事
情

令
和
２
年
度
上
半
期
の
予
算
執
行
状
況

■特別会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （単位：千円、％）

区　分 予算額 収入済額 収入割合 支出済額 支出割合
国民健康保険 3,378,681 1,415,649 41.9 1,291,514 38.2

後期高齢者医療 472,049 192,417 40.8 174,355 36.9
介護保険 2,838,977 1,243,720 43.8 1,142,450 40.2

■企業会計（水道事業会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　（単位：千円、％）

区　分 収入予算額 執行済額 収入割合 支出予算額 執行済額 執行割合
収益的収支 464,045 204,187 44.0 483,907 145,082 30.0
資本的収支 458,487 3,626 0.8 745,463 290,524 39.0

　

令
和
２
年
度
上
半
期（
４
月
１
日
～

９
月
30
日
）の
予
算
執
行
状
況
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
９
月
末
で

１
５
０
億
７
０
８
０
万
７
千
円（
前
年
度

に
比
べ
41
億
４
９
９
万
３
千
円
増〔
37
・

４
％
〕）で
す
。

▼
予
算
執
行
状
況

　

一
般
会
計
の
予
算
執
行
状
況
は
、

収
入
額
が
81
億
１
１
５
３
万
円
２
千

円 

で
、
予
算
額
に
対
す
る
割
合
が
53
・

８
％
、
支
出
額
が
77
億
７
１
０
万
９
千

円 

で
、
予
算
額
に
対
す
る
割
合
は
51
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
、
企
業
会
計（
水
道
事
業

会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
）
は
、
下
表

の
通
り
で
す
。

▼
地
方
債
な
ど
の
現
在
高

　

地
方
債
な
ど
の
現
在
高
は
、
一
般
会

計
が
１
０
９
億
９
５
９
３
万
７
千
円
、

上
水
道
事
業
会
計
が
29
億
２
７
５
１
万

５
千
円
、
下
水
道
事
業
会
計
が
44
億
５

５
１
２
万
９
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
財
政
課
財
政
係（
一般
会
計
）

☎
９
８
５
―
４
１
０
１

　

保
険
課
保
険
料
係（
特
別
会
計
）

☎
９
８
５
―
４
２
２
７

　

上
下
水
道
課
業
務
係（
企
業
会
計
）

☎
９
８
５
―
４
１
２
６

収入済み額 　81 億 1,153 万 2 千円（収入割合 53.8％） 支出済み額　77 億 710 万 9 千円（支出割合 51.1％）
35 億 7,514 万 3 千円（75.4％）

国庫支出金
（47 億 4,357 万 4 千円）

町 税
（43 億 8,544 万 3 千円）

町 債
（17 億 2,509 万 6 千円）

地方交付税
（13 億 7,000 万円）

地方譲与税他
（8 億 7,446 万 2 千円）

そ の 他
（3 億 9,007 万 3 千円）

県 支 出 金
（8 億 5,591 万 2 千円）

繰 越 金
（2 億 8,942 万 3 千円）

地方特例交付金
（3,000 万円）

分担金及び負担金
（2,377 万 4 千円）

繰 入 金
（3 億 8,305 万円）

総 務 費
（43 億 7,789 万 7 千円）

民 生 費
（42 億 8,620 万円）

教 育 費
（21 億 1,300 万円）

土 木 費
（11 億 821 万 1 千円）

公 債 費
（10 億 5,359 万 1 千円）

そ の 他
（2,603 万 3 千円）

衛 生 費
（9 億 2,180 万 9 千円）

商 工 費
（2 億 8,309 万円）

農林水産業費
（2 億 507 万円）

議 会 費
（1 億 2,101 万 3 千円）

消 防 費
（5 億 7,489 万 3 千円）

0 円（0.0％）

4 億 2,172 万円（48.2％）

7,844 万 1 千円（9.2％）

0 円（0.0％）

2 億 9,098 万 9 千円（100.5％）

3,799 万 3 千円（126.6％）

820 万円（34.5％）

1 億 2,021 万 8 千円（30.8％）

9 億 3,085 万 1 千円（67.9％）

35 億 5,433 万 8 千円（81.2％）

16 億 1,615 万 4 千円（37.7％）

6 億 5,425 万 6 千円（31.0％）

5 億 1,596 万円（49.0％）

3 億 7,984 万円（41.2％）

3 億 4,092 万 4 千円（59.3％）

7,506 万 1 千円（26.5％）

6,264 万 5 千円（30.5％）

6,064 万 3 千円（50.1％）

0 円（0.0％）

4 億 4,728 万 8 千円（40.4％）

26 億 4,797 万 7 千円（60.4％）

■一般会計（予算額と執行率）

※科目名の下の（　）内の数字は予算額です。

収入済み額 支出済み額

■企業会計（下水道事業会計）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　（単位：千円、％）

区　分 収入予算額 執行済額 収入割合 支出予算額 執行済額 執行割合
収益的収支 565,828 349,519 61.8 504,229 131,347 26.0
資本的収支 491,484 38,654 7.9 686,995 261,100 38.0
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